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＜伊賀産
いがさん

＞ 

伊賀
い が

米
まい

コシヒカリ・牛肉
ぎゅうにく

・豚肉
ぶたにく

（ｽﾏｲﾙ） 

豆腐
とうふ

・油揚
あぶらあ

げ・厚揚げ
あ つ あ  

・焼豆腐
やきどうふ

 鶏卵
けいらん

・菜の花油
な   はなあぶら

 

さつまいも・大根
だいこん

・キャベツ・チンゲン菜
さい

 

小松菜
こ ま つ な

・ねぎ・生
なま

しいたけ・ブロッコリー 

＜三重県産
みえけんさん

＞ 

牛 乳
ぎゅうにゅう

・鶏肉
とりにく

・豚肉
ぶたにく

・大豆
だ い ず

（揚げ用
あ  よ う

） 

たけのこ水
みず

煮
に

・セレベス芋
いも

・みかん 

もやし・小麦粉
こ む ぎ こ

（あやひかり）・ひじ

き・わかめ・ひじきのり・手巻き
て ま  

のり 

＊野菜
や さ い

・果物
くだもの

は生育
せいいく

の都合
つ ご う

で産地
さ ん ち

が変更
へんこう

になる場合
ば あ い

があります。ご了 承
りょうしょう

ください。 

 

① １１月
がつ 

１３日
にち

（水） 

「伊賀
い が

牛
ぎゅう

すきやき煮
に

」 

 

② 1１月
がつ

２7日
にち

（水） 

「伊賀
い が

豚肉
ぶたにく

のオイスター炒め
い た  

」 

」」 

2024 

給 食
きゅうしょく

は調理員
ちょうりいん

さんや生産者
せいさんしゃ

さん、運送
うんそう

業者
ぎょうしゃ

さん、そして働
はたら

いてくれるお家
うち

の人
ひと

など

多
おお

くの人
ひと

に支
ささ

えられています。“食事
しょくじ

のあいさ

つをする”、“残
のこ

さずに食
た

べる”、“ていねいに

片付
か た づ

ける”などの行動
こうどう

で感謝
かんしゃ

の気持ち
き も  

を表
あらわ

せ

るといいですね。 

 

農家
の う か

さん  漁師
りょうし

さん  食材
しょくざい

を 

運
はこ

ぶ人
ひと

 

お家
うち

の人
ひと

 栄養士
えいようし

 

調理員
ちょうりいん

さん 
 

～勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日
ひ

に思
おも

いを伝
つた

えよう 給食
きゅうしょく

はいろいろな人
ひと

に支
ささ

えられています～ 

 

芭蕉
ばしょう

「月見
つ き み

の献立
こんだて

」は、服部土
はっとりど

芳
ほう

が書いた
か   

「芭蕉
ばしょう

翁
おう

全伝
ぜんでん

」に掲載
けいさい

されています。 

元禄
げんろく

七年
しちねん

八月
はちがつ

十五夜
じゅうごや

に屋敷内
やしきない

に新しい
あたら   

庵
いおり

ができたお祝い
 い わ  

として、芭蕉
ばしょう

が「月見
つ き み

の

会
かい

」を開き
ひ ら  

、門人
もんじん

を招いて
まね    

季節
き せ つ

の材料
ざいりょう

を使った
つか    

料理
りょうり

でもてなしたと記録
き ろ く

されていま

す。いがっこ給 食
きゅうしょく

センター夢
       ゆめ

版
ばん

では、「月見
つ き み

の献立
こんだて

」をアレンジして提供
ていきょう

します。 

いがっこ給
きゅう

食
しょく

センター夢版
       ゆめばん

  芭蕉
ばしょう

「月見
つ き み

の献立
こんだて

」 

きのこの五目
ごもく

飯
めし

  小魚
こざかな

の揚げ
あ  

からめ  

しょうがいりのっぺい汁
じる

  半切
はんぎり

みかん  牛 乳
ぎゅうにゅう

 

印刷
いんさつ

されている俳句
は い く

 

古里
ふるさと

や  

臍
へそ

のをに泣
なく

  

としのく
 

れ 

 
 

 

食器
しょっき

（汁
しる

椀
わん

）が新しく
あたら    

なります 

１１月
がつ

１２日
にち

（火
か

）に芭蕉
ばしょう

「月見
つ き み

の献立
こんだて

」を実施
じ っ し

します 

芭蕉
ばしょう

翁
おう

生誕
せいたん

380年
ねん

を機
き

に 

食器
しょっき

（汁
しる

椀
わん

）を入れ替え
い  か  

ま

す。 

芭蕉
ばしょう

生誕
せいたん

380年
ねん

記念
き ね ん

事業
じぎょう

 

キャラクター「芭蕉
ばしょう

クン」

のイラストが食器
しょっき

にプリン

トされていま
 

す。 

 

再現
さいげん

 「月見
つ き み

の献立
こんだて

」より 「とりざかな」から 

「小魚
こざかな

のごまからめ」に 

アレンジします。 

月見
つ き み

の献立
こんだて

にはきのこが

多く
お お  

使わ
つ か  

れているので、 

しめじとしいたけ入り
い  

の

「五目
ご も く

飯
めし

」を作り
つ く  

ます。 

「のっぺいせうが」の 

「せうが」とは、 

しょうがのこと。 

しょうが入り
い  

の「のっぺ

い汁
しる

」を作ります
つく      

。 

季節
き せ つ

のくだものは「柿
がき

」

のかわりに「半切
はんきり

みか

ん」がつきます。 

伊賀
い が

牛肉
ぎゅうにく

と糸
いと

コン、人参
にんじん

、たまねぎ、 

しいたけ、白菜
はくさい

、焼き豆腐
や  ど う ふ

、ねぎを

甘辛く
あまから  

炒め
い た  

煮
に

にします。 

伊賀
い が

豚肉
ぶたにく

をにんにく、しょうがで炒め
い た  

、人参
にんじん

、

たまねぎ、キャベツを炒め
い た  

、オイスターソー

ス、しょうゆ、ごま油
あぶら

で味付け
あ じ つ  

します。 

「ふるさと伊賀
い が

に帰って
かえ    

きている。たまたま見せられた
み     

自分
じ ぶ ん

のへその緒
お

に泣け
な  

て

涙
なみだ

がおちてしまう年の瀬
と し  せ

であることよ」という意味
い み

で、ふるさとや今
いま

は亡き
な  

父母
ふ ぼ

を偲ぶ
し の  

句
く

と言われて
い    

います。 


